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間伐材搬出促進のための作業道整備の重点支援
＜森林整備加速化・林業再生基金事業＞

１ 事 業 費
８１４，１０４ 【財源内訳】 【主な使途】

うち３月補正分 ３００，０００ 国庫 401,118 補助金 814,004
(前年度 ６７３，８０４) 使手 42,800

一般財源 370,186

２ 背景・現状
間伐材の搬出利用拡大には、施業地の集約化と効率的な路網（作業道）整備によ

る生産コストの低減が不可欠である。
作業道整備は森林組合等が主体となり行われているものの、間伐等の森林施業へ

の労働力投入も必要であるため、その取組みには限界がある。一方、作業道の開設
の能力をもつ建設事業者は、一般工事での事業量が減少している。

３ 事 業 目 的
間伐等が必要な小規模、分散する森林施業地をとりまとめ、高性能林業機械の活

用等による、低コスト木材生産を行うために必要な作業道開設を重点的に支援する。
森林施業を行う森林組合等と作業道開設に参入可能な建設事業者が連携した作業

道開設を促進する。

４ 事 業 概 要
森林組合等が実施する作業道開設に対して助成

(１)路網整備加速化事業費［３７０，１００千円］
＜森林整備加速化・林業再生基金事業＞

補 助 率：国費 10／10（但し、開設延長１ｍ当たり中核的作業道：５０
千円、基幹的作業道：１４千円、作業路：２千円を上限）

採択要件：集約化計画の策定（建設事業者との連携事業を優先採択）

(２)森林整備事業費の内数［１４４，００４千円］（再掲）
補 助 率：６８～９０％

（款）６農林水産業費（項）５林業費 （目）(6)森林整備費
（明細書事業名）○公共事業
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